
　放物線は，点から焦点までの距離と，準線までの距離が等しい点の軌跡とし

て定義された。楕円や双曲線も，放物線の場合と同様に，つの焦点とつの直線をもとに考えるこ

とができる。

応用例題４）       



　　　考え方…点の座標を   とする。から直線に下ろした垂線をとすると

　　　　　　　　　  である。

















 






   

     

  





  

  
    

    
  

  
    

    
     


   


    

  
    

    


    




      

 
     

 
     


  







 

  

      










  

　楕円








の焦点は，点   ，   であるから，応用例題４の楕円①の焦

点は   ，   である。これより，応用例題４の点    は，楕円①の焦点のつである

ことがわかる。
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練習１９）       







 











     

  

 

    

  
     

     

 
    

         









 

    

 










          

    









   

 



  




　点    からの距離と，直線からの距離の比が

 である点の軌跡は，放物線の定義により，

焦点    ，準線の放物線である。

点の座標を   として，から

この放物線の方程式を求めると，   



である。

　一般に，定点からの距離と，を通らない定直線








からの距離の比が:である点の軌跡について，次のことが知られている。

　　   のとき　　　を焦点のつとする楕円

　　  のとき　　　を焦点，を準線とする放物線

　　  のとき　　　を焦点のつとする双曲線

　　【補足】がに近いほど，点の軌跡は円に近づく。

　このの値を，次曲線の離心率といい，直線を準線という。

また，この方法で円を表すことはできない。

　前ページの応用例題は上のの場合で，



である。
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問題６）     
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問題６）     
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